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で彼が戦っていたのが白血病だったことを知ることはあ
りませんでした．そして Davidは静かに１人，ステージ
から去って行きました．

David Noakesとは，どのような研究者であり，人物だっ
たと，次の世代に伝えたら良いでしょうか．ある人は，
振り返り，彼のことを Giantと表していますが，私たち夫
婦は Davidのことをカナダ生まれの少しお茶目でシャイ
な侍（出人能玖珠）と捉えているかもしれないね，と話
したことがあります．年が明け，生前に Davidが受けて
いたインタビュー（David Noakes Oral History Interview：
http://scarc.library.oregonstate.edu/oh150/noakes/video-noakes.
html）の内容を見返してみました．そこで彼は，自分がし
ていることは恩返しである，と表現していました．おそ
らく彼は，森羅万象，地球の自然に敬意を払い，その荒
廃に誰よりも心を痛め，人生を賭して我々後進のために

粉骨砕身していたのだと思います．David流のユーモアと
茶目っ気を隠れ蓑にしながら．今，残された私たちがで
きることは，我々が慕ってやまなかった David Lloyd 
George Noakesを，決して最後の侍にしないことです．私も，
その志を受け継ぐ者の一人になりたい．そう思っています．
David先生に，心より哀悼の意を表します．（棟方）
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会記・Proceedings

魚類学雑誌 68(1):79–79
2021年 4月 25日発行

2020 年度年会及び関連する会合について

昨年 10月 31日（土）–11月 1日（日）に開催された「2020

年度年会（ウェブ大会）」の詳細については，会員通信に掲載さ
れている「2020年度魚類学会年会（ウェブ大会）の準備・開催
報告」をご覧ください．
例年は年会時に開催されていた編集委員会，自然保護委員会

及び代議員総会は，それぞれ 2020年 9月 4日（金）14:30–17:00，
2020年 9月 22日（火・祝）9:30–12:00，及び 2020年 10月 2日（金）

13:00–15:30に Zoomのリアルタイム配信によるウェブ開催とし
て年会の期日よりも前倒しで実施されました．
また，2020年度会員総会については年会中の開催ではなく，

10月 22日（木）–11月 1日（日）に日本魚類学会ホームページ
のマイページ上で資料を掲載し，会員の皆様からのご質問とご
意見をメールで受け付ける方法によって開催されました．会員
の皆様から特にご意見・ご質問は寄せられませんでしたので，
翌日に終了とされました．
代議員総会と会員総会の議事録については，日本魚類学会ホー

ムページのマイページ上にも掲載されておりますので，併せて
ご確認ください．


